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ここでの内容はカリキュラムを作成することです。
子ども英語の先生は生徒に対して臨機応変にふるまい、活動も生徒のレベルに合わせてルールを作るなど
の創造力を必要とする仕事です。ここで学んだことをさらに発展させて、自分でもゲームなどを考え、自分の
引き出しを常に増やすべく、自分のアイデアで作成しましょう。そして何を教えたいか、という題材は、いかに
も英語科として考えなくても、様々な分野（自分の得意な分野がいいですね）のものを英語に変えて、英語習
得と同時に新しい知識も広がるような楽しいレッスンを考えてください。

使用すべき Classroom English も記入しましょう。 ここでは大まかなカリキュラム作りやレッスンの流れ
を学びましょう。
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Curriculum というラテン語は、英語の Course of Study （教科課程）を意味します。
カリキュラムとは、教育目的にそって選ばれた教育内容を学習者の発達、学力の程度に応じて系列化したも
のを指します。カリキュラムは教育内容の時間的順序（Sequence）を縦軸とし、内容の広がりと深さ（Scope）
を横軸にして、両者を交差させることにより編成されます。
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言語教材は学習者が興味を持ったものでなければなりません。例えば4年生頃からは、歌やゲームにあまり
のってこなくなります。このころからは知的好奇心が旺盛になるので、他の教科で習っている内容もレッスン
に盛り込むことにより、英語だけでなく他の教科にも関心が持て、知識も広がることになります。常に英語を
勉強だけでなく、言葉として取り入れることによりレッスンは豊かなものになるでしょう。
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▼指導目標を持つ

1. 人間理解 - 基本的人権尊重の精神を基盤におき、国際社会に生きる心豊かな生徒の育成
2. コミューケーション能力 - 相手の考えを理解しようとし、自分の考えを表現しようとする能力
3. 広い視野 - ものごとを広い視野から見ることができる能力、態度の育成

▼レッスンはどうあるべきか、内容を決める際のポイント
・音声を中心とする。
・子どもの「言いたいこと」「したいこと」を扱う。
・子どもの日常生活に身近な事柄を扱う。
・基本的で、応用のきく表現を選ぶ。
・既知のものでも新たな発見をもたらす話題等を扱う。
・外国人の表現や身振りの中から、文化の違いに気付かせる。
・子どもの発達段階を踏まえた話題・素材・題材を扱う。 　

・その日のターゲットを明確にする。
・子どもの発達段階を踏まえる

▼活動設定の基本


